
特別支援教育 実技・理論 研修会 終了報告 

テーマ  「読み書き障害について～最新の研究から～ 

日 時 令和７年８月８日（金） 

会 場   江別市民会館小ホール 

講 師   齊藤 真善 氏（北海道教育大学 准教授） 

参加者  １３３名 

研修会 

の 

様 子 

写真貼付 「読み書き障害」専門の齊藤真善先生の講演であっ

たため、他部門から１００名近くの参加があり、会場は

沸き立っていた。齊藤先生の講演で語られることは、

通級指導担当者だけではなく通常学級や支援学級

の先生にも共通理解していただきたいことであり、大

変うれしく心強く感じた。また、最新の研究に対する

期待の高さを感じた。様々な先生が悩み、興味を持

ち、困り感を抱えていることが伝わってきた。 

写真貼付 前半は、「読み書き障害のどこに問題があるのか？」

を最新の研究から解説いただいた。専門的な内容も

含まれていたが、丁寧かつ具体的な事例を交えての

お話であったため理解しやすく、「音韻意識を高める

ことがかな文字の習得につながる」ことが分かった。

音韻的意識化を高める指導の具体的な方策として、

２音節語、３音節語に区切って発声することやリズム

に合わせて手拍子や歩くこと等が示された。 

写真貼付 読み障害の子どもたちは拍（ビート）が聞こえていない

ので、拍を意識できるような活動を与えることが効果

的だと話された。日頃、何気なく行っている音遊び、

しりとりやグリコじゃんけん、童謡等も実は有効な活動

であることも付け加えられた。 

講演後半は、実際に齊藤先生が札幌市や旭川市で

対象児童を集めて行った研究の事例が２つ紹介され

まとめの提言に入った。 

写真貼付 提言は、『呼吸（発声）・歩行（身体運用）は芸事にお

いては基礎とされているが、現代教育では欠落して

いる。「読みの流暢性改善のために発声・身体運用

に貢献する指導内容が有効。教科横断的構成の検

討が必要。」』とまとめた。また、自分の学び方を知る

ことが重要で、学校の役割は、子どもたちが将来、社

会に出て壁にぶつかったとき、自分に自信をもって乗

り越えられるようにすることだと力強く話された。 

写真貼付 
質疑応答では、「理論的に説明していただき納得で

きて感謝している。」と感想が述べられた。アンケート

には「子どもにあった発達課題をアセスメントし、質の

いい反復練習（リズム、身体運動）を学校でも家でも

できることを提示していきたい。」「読める身体を作りた

い。」等と書かれていた。本講演は、担任と通級指導

担当者が一体となり、読み書き障害の支援の方向性

を確認できた有意義な時間となった。 


